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（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 14,097 △7.9 2,294 △8.2 2,341 △7.9 1,560 △9.7

2024年３月期第３四半期 15,312 △5.0 2,500 12.8 2,541 12.6 1,727 11.9

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期第３四半期 132.77 -

2024年３月期第３四半期 140.51 -

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 28,368 18,765 66.1

2024年３月期 29,948 19,707 65.8

（参考）自己資本 2025年３月期第３四半期 18,765百万円 2024年３月期 19,707百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 - 38.00 - 41.00 79.00

2025年３月期 - 41.00 -

2025年３月期（予想） 41.00 82.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 21,700 12.8 3,100 19.8 3,100 17.9 2,100 16.4 183.12

１．2025年３月期第３四半期の業績（2024年４月１日～2024年12月31日）

（２）財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

2024年３月期期末配当金の内訳　普通配当　38円00銭　特別配当　３円00銭

３．2025年３月期の業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年３月期３Ｑ 12,401,720株 2024年３月期 12,401,720株

②  期末自己株式数 2025年３月期３Ｑ 934,265株 2024年３月期 84,265株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2025年３月期３Ｑ 11,750,789株 2024年３月期３Ｑ 12,294,815株

※  注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（注）詳細は、７ページ「２. 四半期財務諸表及び主な注記（３）四半期財務諸表に関する注記事項（四半期財

務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ：無

②  ①以外の会計方針の変更                  ：無

③  会計上の見積りの変更                    ：無

④  修正再表示                              ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：有（任意）

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

上記の予測は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のも

のではありません。実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。業績予想

の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、３ページ「１.　当四半期決算に関す

る定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

①経済情勢及び業界の状況

　当第３四半期累計期間における経済環境は、海外ではロシアによるウクライナ侵攻の長期化、

中東情勢の緊迫化、といった地政学リスクの高まりや、米国の政権交代に伴う経済政策の変化な

ど、先行きは依然として不透明な状況が続いております。

　わが国経済は為替変動の影響で不透明感はあるものの、景気の停滞期間を抜けて持ち直しの動

きがみられました。しかし、物価高の動きは依然歯止めが効いておらず実質賃金がマイナスにな

る気配も見え始め、加えて少数与党による政権運営の不透明さもあって景気回復の動きにも懸念

が見え始めています。

　当社の販売先である電気自動車（EV）市場は、依然として需要拡大が鈍化しております。しか

しながら欧州におけるEU連合の環境規制強化と政府のインセンティブ政策（購入補助金や税優遇

措置）が今後EV車輌の販売促進に影響することや、生産ラインの整備、工場の新設や拡張などの

製造設備の投資の動きも見られることから、中長期的なEVの需要は拡大すると見込まれておりま

す。また、車載向け全固体電池の開発が数年の間に試作品から商業化へと移行する段階にあり、

自動車業界でも全固体電池を搭載したEVの計画があることからEVの普及が期待されています。

　このような状況下において、当社はエネルギー関連機器において中長期的な成長が見込まれる 

車載用リチウムイオン電池関連の塗工乾燥装置をはじめ、全固体電池や燃料電池用塗工乾燥装置

の受注強化に取り組んでまいりました。今後もエネルギー関連機器に加え、ディスプレイ関連の

液晶テレビやスマートフォン、タブレット端末用の光学フィルム、及び機能性フィルムや電子部

品用途の塗工乾燥装置の受注強化に取り組んでまいります。

②売上及び損益の概況

　売上高は、14,097百万円(前年同期比7.9%減)となりました。主な最終製品別売上高は、ディス

プレイ部品関連機器が5,376百万円(前年同期比6.7%減)、機能性フィルム関連塗工機器が3,903百

万円(前年同期比24.2%増)、電子部品関連塗工機器が265百万円(前年同期比84.3%減)、エネルギー

関連機器が3,840百万円(前年同期比4.0%増)となりました。売上高に占める輸出の割合は、48.5%

(前年同期は66.4%)となりました。売上総利益は、3,170百万円(前年同期比0.9%減)、売上総利益

率は、22.5%(前年同期は20.9%)となりました。販売費及び一般管理費は875百万円(前年同期比

25.0%増)となりました。営業利益は、2,294百万円(前年同期比8.2%減)、経常利益は、2,341百万

円(前年同期比7.9%減)、四半期純利益は、1,560百万円(前年同期比9.7%減)となりました。

③受注の概況

　受注高は、8,808百万円(前年同期比60.1%減)、その内輸出受注高は、3,717百万円(前年同期比

71.1%減)となりました。受注高に占める輸出の割合は、42.2%(前年同期は58.3%)となりました。

受注残高は、26,559百万円(前年同期比20.8%減)、その内輸出受注残高は、14,319百万円(前年同

期比22.9%減)となりました。受注残高に占める輸出の割合は、53.9%(前年同期は55.4%)となりま

した。

　EV市場の需要の鈍化を受け、当社の顧客でも設備投資の延期や鈍化の動きが見られます。今後

の市場と顧客の動向を注視し、新エネルギーとして期待される種々の電池関連の生産機、試作機

などの受注活動に注力したいと考えております。

　新規受注のためには価格競争に加えて、顧客希望納期への対応が必要となりますが、半導体問

題に端を発した電装機器の長納期化はかなり改善されたものの、大量の受注残に起因する人員と

生産容量の懸念から、顧客の希望に応えきれていない状況も発生しています。納期検討において

は顧客希望納期を十分に認識し、業務の効率化と生産量確保に努め、引き続いて納期短縮を進め

てまいります。

　このような中、光学フィルム関連設備と合わせて、今後の成長に期待のかかる二次電池、燃料

電池などのエネルギー関連業界に対する更なる販売強化と、全固体電池などの応用分野の開発に

顧客と一緒に取り組み、５Ｇ通信向け新素材等を含めた新技術に対する情報収集とともに、積極

的な取り組みにより営業展開の幅を広げてまいります。
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（２）当四半期の財政状態の概況

　資産・負債及び純資産の状況

　総資産は、28,368百万円(前期末比5.3%減)となりました。これは主に現金及び預金の減少によ

るものです。負債は、9,602百万円（前期末比6.2%減）となりました。これは主に前受金の減少に

よるものです。純資産は、18,765百万円(前期末比4.8%減)となりました。自己資本比率は66.1%

(前期末は65.8%)となりました。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

　最近の業績動向を踏まえ、2024年５月15日に公表した通期の業績予想を修正いたしました。

詳細につきましては、2024年10月25日に別途公表いたしました「2025年３月期第２四半期（累

計）および通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。

　なお、業績予想は、本発表日現在において入手可能な情報に基づき判断しており、当社の販売

する設備は全て受注生産のため、実際の業績は受注時期及び納期など今後様々な要因によって予

想数値と異なる場合があります。
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（単位：千円）

前事業年度
(2024年３月31日)

当第３四半期会計期間
(2024年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 9,711,442 7,702,233

受取手形、売掛金及び契約資産 10,650,023 11,492,747

電子記録債権 1,606,607 969,456

仕掛品 607,959 345,220

原材料及び貯蔵品 234,476 240,087

その他 328,961 274,842

貸倒引当金 △100,008 △100,008

流動資産合計 23,039,462 20,924,579

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 2,050,310 2,489,341

機械及び装置（純額） 168,607 160,931

土地 2,001,209 2,001,209

その他（純額） 372,685 572,089

有形固定資産合計 4,592,813 5,223,572

無形固定資産 39,772 32,816

投資その他の資産

投資有価証券 2,002,702 1,876,559

その他 274,026 310,653

投資その他の資産合計 2,276,728 2,187,213

固定資産合計 6,909,315 7,443,602

資産合計 29,948,777 28,368,181

負債の部

流動負債

買掛金 1,058,737 1,623,662

電子記録債務 3,299,225 3,243,901

未払法人税等 550,649 359,130

前受金 3,005,574 1,562,851

賞与引当金 221,406 403,280

役員賞与引当金 127,669 128,768

その他 499,663 758,591

流動負債合計 8,762,926 8,080,185

固定負債

退職給付引当金 975,135 1,008,130

株式報酬引当金 13,125 24,941

資産除去債務 6,412 6,412

その他 483,283 483,283

固定負債合計 1,477,955 1,522,767

負債合計 10,240,882 9,602,953

２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表
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（単位：千円）

前事業年度
(2024年３月31日)

当第３四半期会計期間
(2024年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,953,930 1,953,930

資本剰余金 1,693,830 1,693,830

利益剰余金 14,110,850 14,695,922

自己株式 △111,500 △1,548,000

株主資本合計 17,647,110 16,795,682

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 959,015 870,528

繰延ヘッジ損益 4,661 1,909

土地再評価差額金 1,097,107 1,097,107

評価・換算差額等合計 2,060,784 1,969,545

純資産合計 19,707,895 18,765,227

負債純資産合計 29,948,777 28,368,181
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（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年12月31日)

売上高 15,312,547 14,097,733

売上原価 12,111,503 10,927,009

売上総利益 3,201,044 3,170,724

販売費及び一般管理費 700,531 875,880

営業利益 2,500,513 2,294,844

営業外収益

受取利息 31 76

受取配当金 50,170 51,813

その他 3,830 10,691

営業外収益合計 54,032 62,581

営業外費用

支払利息 40 12

支払保証料 11,381 12,676

その他 1,312 3,322

営業外費用合計 12,734 16,011

経常利益 2,541,810 2,341,413

特別利益

固定資産売却益 362 55

投資有価証券売却益 - 49

特別利益合計 362 104

特別損失

固定資産売却損 - 8

固定資産除却損 12 412

特別損失合計 12 420

税引前四半期純利益 2,542,161 2,341,097

法人税等 814,541 780,844

四半期純利益 1,727,620 1,560,253

（２）四半期損益計算書

（第３四半期累計期間）
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　2024年６月27日開催の取締役会決議に基づき、2024年７月２日に東京証券取引所の自己株式立

会外買付取引（ＴｏＳＴＮｅＴ－３）にて850,000株の買付けを行いました。この結果、当第３四

半期累計期間において自己株式が1,436,500千円増加し、当第３四半期会計期間末において自己株

式が1,548,000千円となっております。

前第３四半期累計期間
（自　2023年４月１日

至　2023年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　2024年４月１日

至　2024年12月31日）

減価償却費 159,303千円 169,483千円

（四半期キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成していません。なお、第

３四半期累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりで

す。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

当社は、機械器具製造業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

　税金費用については、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効

果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計

算しております。ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く

結果となる場合には、法定実効税率を使用する方法によっております。

- 7 -

株式会社テクノスマート（6246）2025年3月期 第3四半期決算短信（非連結）



最終製品

前第３四半期

自2023年４月１日

至2023年12月31日

当第３四半期

自2024年４月１日

至2024年12月31日

（参考）

自2023年４月１日

至2024年３月31日

金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比

売

上

高

ディスプレイ部品

関連機器
5,762,983 37.6 5,376,885 38.1 6,348,526 33.0

機能性フィルム

関連塗工機器
3,143,801 20.5 3,903,459 27.7 4,388,007 22.8

電子部品

関連塗工機器
1,691,937 11.0 265,017 1.9 1,998,959 10.4

エネルギー関連機器 3,694,231 24.1 3,840,434 27.2 5,206,388 27.1

化工機器 24,122 0.2 12,972 0.1 24,628 0.1

その他 995,472 6.6 698,964 5.0 1,275,896 6.6

計 15,312,547 100.0 14,097,733 100.0 19,242,406 100.0

内輸出高 10,165,874 66.4 6,836,049 48.5 12,154,175 63.2

受

注

高

ディスプレイ部品

関連機器
14,473,935 65.6 4,169,892 47.3 14,661,913 60.4

機能性フィルム

関連塗工機器
993,500 4.5 3,190,255 36.2 1,835,350 7.6

電子部品

関連塗工機器
925,650 4.2 182,380 2.1 936,812 3.9

エネルギー関連機器 5,016,724 22.7 584,321 6.6 5,963,024 24.5

化工機器 37,600 0.2 - - 37,600 0.1

その他 615,184 2.8 681,591 7.7 853,315 3.5

計 22,062,594 100.0 8,808,440 100.0 24,288,015 100.0

内輸出高 12,871,428 58.3 3,717,077 42.2 13,718,267 56.5

受

注

残

高

ディスプレイ部品

関連機器
15,740,546 46.9 14,135,989 53.2 15,342,982 48.2

機能性フィルム

関連塗工機器
7,495,350 22.3 6,379,789 24.0 7,092,994 22.3

電子部品

関連塗工機器
1,355,083 4.0 976,585 3.7 1,059,223 3.3

エネルギー関連機器 8,449,162 25.2 4,627,192 17.4 7,883,304 24.8

化工機器 13,478 0.0 - - 12,972 0.0

その他 500,052 1.6 440,385 1.7 457,759 1.4

計 33,553,673 100.0 26,559,942 100.0 31,849,236 100.0

内輸出高 18,580,253 55.4 14,319,820 53.9 17,438,791 54.8

３．補足情報

最終製品別売上高、受注高、受注残高

（単位：千円、％）
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独立監査人の四半期財務諸表に対する期中レビュー報告書

2025年２月５日

株式会社テクノスマート

取締役会　御中

仰星監査法人

大阪事務所

指定社員
業務執行社員

公認会計士 俣野　朋子

指定社員
業務執行社員

公認会計士 廣田　拓爾

監査人の結論

　当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている株式会社テクノスマートの2024年４月１日から2025年

３月31日までの第91期事業年度の第３四半期会計期間（2024年10月１日から2024年12月31日まで）及び第３四半期累計期

間（2024年４月１日から2024年12月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書

及び注記について期中レビューを行った。

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等

の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四

半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさ

せる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載されて

いる。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのそ

の他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

四半期財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の

省略が適用されている。）に準拠して四半期財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽

表示のない四半期財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成することが適切である

かどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の

省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任があ

る。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手
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（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータ及びＨＴＭＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年

度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四半期財務

諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（た

だし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていな

いと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる

場合は、期中レビュー報告書において四半期財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する

四半期財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが

求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況に

より、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我

が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第

４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められないか

どうかを評価する。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項に

ついて報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻

害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

- 10 -

株式会社テクノスマート（6246）2025年3月期 第3四半期決算短信（非連結）


